
健康と環境保健編 ２章

２ 活動に適する環境



今日の学習

学習や作業，スポーツなどの活動を

行いやすいと感じる条件には，どんな

ことがあるでしょうか。ここでは，活

動がしやすい環境について，温度と明

るさを例に学習しましょう。



キーワードは

気温

湿度

気流

温熱条件

至適範囲
キーワードに注意して学習を進めよう。



蒸し暑くて勉強がはかどらないとき

には，どのような工夫をするか，発

表してみましょう。



［例］

・クーラーをつける。

・風通しを良くする。

・除湿する。

・扇風機をつける。

・うちわを使用する。

・濡れタオルでおでこや首を冷やす。



温熱条件

気温，湿度，気流など，人が暑さや寒さ

を感じる条件。



同じ気温でも，湿度が高いと暑く感じる。



同じ気温でも，風が強いと寒く感じる。



暑さ寒さは，気温，湿度，気流の組み合わせで感じ取る。



温熱条件の至適範囲

体温を無理なく一定に保つことができ，

生活や活動がしやすい温熱条件の範囲。



明るさの至適範囲

物が見やすく，目が疲労しにくい明るさ

の範囲。



細かい作業をする場所は，高い照度が必要。



まとめ

・快適で能率のよい生活を送る
ための温熱条件や明るさには、
一定の範囲がある。


